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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は, 高等植物におけるビタミン B 1 (以下 B l と略記する) の生合成機構を解明するために, ピリ

ミジン誘導体 (以下 Pm と略記する) とチアゾ- Jt,誘導体 (以下 T h と略記する) からの B l の生成をダ

イズ発芽時における in vivo での実験によって, まず詳細に芙証 し, ついで 35S 標識化合物を用いて B l

生成の確認を行ない, さらに発芽ダイズ切片および数種植物の磨砕物によるB l生合成を検討した｡ さら

に自然界で生成する可能性も大きく, また B lの前駆物質としても問題を提起している dihydrothiam ine

(以下 DH T と略記する) からの B l生成についても研究を行なったもので, その大要はつぎのとおりで

ある｡

(1) 一般に発芽初期 (100時間以内) では種子中に含まれている B lがプロムシアン法で陰性の物質 に

変化し, その含量が低下する｡ その後発芽の進行とともに B l含量は増加し, 150- 200時間後には, 種子

中に存在した最初の B l含量に近づ く｡ しかしあらかじめ種子中に Pm とT h とを添加したときは無添加

の種子の B l含量よりも多量の B lを蓄積し, Pm または T h のどちらか一方だけの添加では, このよう

な増加は示さない｡ ピl) ドキシン, ピ1) ドキサ- ルの B l生成への影響を検討したが, いずれも発芽ダイ

ズの B l含量の増加を促進 した｡ また含硫アミノ酸と2-m ethyト4-am ino-5-hydroxym ethyl pyrim idine

(以下 OM Pm と略記する) を添加 してその B l含量への影響をしらべた結果, システイン, シスチンは

いずれも発芽後期になって B l含量を高め, グルタミン酸, およびグルタミン酸とシステインの組み合わ

せでは T h には劣るが, いずれも発芽の初期からB lの生成を示している｡

(2) R.R.W illiam s 法により 35S - B l を亜硫酸で分解 して 35S-T h を調製し, O M Pm とともにダイ

ズ種子中に浸透させてのち発芽を行ない, B lの生成をしらべた結果, 生合成された遊離型ならびにエス

テル型 B l 中に radioactivity を認めた｡

(3) 発芽ダイズを約 1m m の厚さの切片とし, pH 7.0 のリン酸緩衝液中で無傷種子と同一条件で培養

した結果, 無傷の場合と同様 O M Pm , T h よりB lを生成 した｡ さらに B l増加期におけるダイズ発芽物
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を 3×1 0 ~lM のエチルメルカプタンおよび 10 ~2M の P m , T h を含む溶液で, かゆ状に磨砕した場合で

も B lの生成を確認し得た｡ また粗酵素液では O M Pm -pyrophosphate と T h を A T P , M g十㌧共存下に

反応させた場合, 明らかに B lが生成することを実証 している｡

(4) 生化学的な系として/ クチン ･牛肝カタラーゼ系あるいはフエノ- JL, ･ フェノラーゼ系に D H T を

添加 した場合も B lの生成を確認している｡

以上の結果からダイズ発芽物が in vivo において, P m と T h より B l を生成することは明らかであ

るO また in vitro においては O M P m -pyrophosphate と T h とを基質とL A T P , M g++ の存在下で反

応さすと B l が生成したことから, 植物においても酵母と類似の系によって B l が生成されるものと考察

している｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

ビタミン B 1 の生合成に関しては, パン酵母抽出物を用いて B row n , 能勢 らが 1963年に, その機構を

つぎのように解明している｡ すなわち O M P m は A T P , M g十十の共存下で O M P m -m onophosphate を

経て O M Pm -pyrophosphate となり, また T h も A T P , M g++ の存在下で T h-m onophosphate とな

る｡ ついで両者は M g十十の共存下で B l-m OnOphosphate synthetase (T M fL synthetase) の作用により

T M P となる｡ しかしながらPm と T h の生合成機構は微生物についても末だ解決されていない｡

→方高等植物におけるB lの生合成に関する研究はほとんどない｡ P m と T h より B l が生合成される

機構を解明するために, 著者は両基質を無菌の発芽ダイズおよびその切片またはそのホモジネ - 十に加

え, B lの生成を確認し得たが, 発芽ダイズおよび数種の植物を常法通 り磨砕, 調製した酵素液を A T P ,

M g十+ の存在下で両基質に種々の条件で反応させた場合には, B lの生成を認めることはできなかった｡ し

かし O M Pm -pyrophosphate と T h とに A T P , M g++ 共存下で, 上記酵素液を反応させた場合には, 覗

らかに B lが生成することを実証 している｡ こ･のことは大腸菌で見出されている B l生合成機構, すなわ

ち菌体の培養時には添加した P m および T h を利用して B lを合成するにもかかわらず, その無細胞抽出

液中には O M Pm -kinase の存在が認められない事実と類似して興味深いO

また活性炭の存在下で 2 モルの D H T は 1モルの酸素を吸収し, 1モルの B lを非酵素的に生成するこ

とを認めたO さらにパラ ･ キノンの存在下では pH l･0 において 50 % のJB lが生成し, 酸化型ア ドレナ

1) ン, プラス Ttキノン, COenZym e Q IO, メナ57-ォンによっても B lが生成することを見出したほか, 生化

学的.な酵素系の作用にす って D H T からB lが生成される事実を詳細に究明した業績は学界において高 く

評価されている｡

よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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